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アンリツテクニカル（当時は「安立テクニカル」）が創刊さ

れたのは，昭和 32 年（1957 年）10 月のことでした。戦後復

興の勢いを背景に，日本が本格的な経済成長期へと向かう時代。

創刊号の巻頭言を寄せた田尾本政一 代表取締役社長（当時）

は，「エレクトロニクスはあらゆる産業技術界の寵児。我々の

産業には一にも技術，二にも技術。技術は一朝一夕にはならず，

先人の築いた基礎の上に新しい技術を重ねていく」という熱い

思いを示しました。創刊号では多彩な技術論文を通じて，当時

最先端の技術を広く共有しました。 

それから半世紀以上が経ち，社会や産業の姿は大きく変化し

ました。通信技術はアナログからデジタルへ，無線と光通信へ，

さらには IoT や AI がもたらすデータ社会へと拡張を続けてい

ます。そして，現在のアンリツは創刊当時の無線通信機器事業

で培った豊富な経験と技術を活かし，現在は通信計測事業へと

移行し，最先端の測定技術で市場に革新と高品質なサービスを

提供しています。また，食品・医薬品検査，通信および通信計

測を支えるデバイス，環境計測にもわたる幅広い領域で“はか

る”技術を基盤にさまざまな場面で社会を支えています。 

 

 

経営ビジョン：はかるを超える。限界を超える。 

共に持続可能な未来へ 

アンリツは現在，これを経営ビジョンとして掲げて活動して

います。 

アンリツは，長年培ってきた“はかる”技術を極めつつ，外部

の異なる発想や技術との掛け合わせにより，従来の「計測」や

「検査」の枠組みを超えた更なる価値を創造しています。通信

分野で得た高精度にはかる技術と，食品や医薬品の安全性評価

のためのセンシングと画像・情報処理技術，あるいはエネルギ

ーマネジメントなど幅広い分野と掛け合わせ，人々の暮らしの

質を高める新たなアプローチを開始しています。AI やビッグ

データ解析の活用が進む今だからこそ，正確で信頼できるデー

タの取得，すなわち正確な測定が不可欠です。アンリツの強み

である正確な測定により，社会のさらなる進化を支えます。ま

た，食品・医薬品の検査に通信や AI を組み合わせることで，

不良の原因を予知や，食品ロスを低減，自動化による省人化で

労働人口の減少といった社会課題に対応していきます。 

通信の世界では，6G の実現が視野に入り，有線と無線を融

合させた通信インフラを整えようとしています。有線と無線の

融合により，低遅延，大容量，低消費電力など真に社会からの

要求に応えられるインフラに作り上げようとしています。また，

AI によるネットワークの自律化が期待されています。これら

の変化は，新たなソリューションの提供の機会となり，事業全

体の限界を超える革新へと繋がると確信しています。 

さらに，アンリツは，社員，お客さま，そして関係するあら

ゆる人々と共に，持続可能で魅力的な未来を次世代につないで

いくことを使命としています。気候変動やエネルギー問題など，

社会全体が取り組まねばならない課題は増え続けていますが，
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私たちは技術によってその課題解決に貢献できると信じてい

ます。AI や AGI（汎用人工知能）などの先端技術が社会のあ

り方を大きく変える可能性がある中で，アンリツは正しくはか

り，はかった結果を価値ある情報に変換して世の中に提供する

活動を通じて，人と技術が協働する持続可能な社会の実現に挑

戦します。 

 

 
 

こうした“はかる”を拡張させる，持続可能な未来づくりの

ための取り組みを加速させる一例が，近年グループに加わった

高砂製作所との協働です。高砂製作所は，エネルギーを自在に

制御するソリューションの提供を通じて，お客さまと共に社会

の持続的な繁栄・成長に貢献することをミッションとしていま

す。具体的には，次世代自動車（EV や PHEV など）のバッテ

リーやインバーター，モーターなどの主要部品の性能評価に向

けた，大容量エネルギー制御に強みを持ちます。アンリツが得

意とする通信計測・検査技術に，高砂製作所の有する技術が組

み合わさることで，社会インフラとしての通信，食と医薬品の

安全への寄与に加えて，脱炭素社会へ向けた持続可能な未来の

実現とアプローチの幅が飛躍的に広がりました。このように，

パートナーとの知見を掛け合わせることで，従来の“はかる”領

域を超え，より総合的な課題解決型のビジネスを展開し始めて

います。 

また，先端技術研究所では“はかる”の拡張のために，新素

材として注目されるグラフェンを原子スケールで精密に加工

する技術を獲得しました。また，その物性に注目するとともに

次世代デバイスへの応用を模索しています。一方，6G に関す

る研究では，ミリ波・サブテラヘルツ帯など高周波を取り扱う

ための基盤技術の開発を進めてきました。これらの分野での最

先端の研究成果が次世代通信・エレクトロニクスデバイスの革

新に向けた重要な基盤となることを期待します。 

 

次の 100 年へ向けて 

創刊以来，アンリツテクニカルは社内外の技術者と知見を共

有する「知のプラットフォーム」の役割を果たしてきました。

昭和 32 年の創刊号では，海岸局用の短波受信機や方向探知機

など，当時の最先端情報が紙面にぎっしり詰め込まれていまし

た。振り返れば，あの時代の研究成果は私たちの現在の通信・

計測技術の礎となり，さらなる進化への確かな第一歩を築いて

いたのです。創刊号に並んだ数々のテーマはいずれも，その時

代を切り拓くイノベーションであり，社会の未来を見据えた技

術への挑戦でもありました。 

本号で，私たちは第 100 号という大きな節目を迎えます。同

時に創業 130 年という節目の年です。6G や IOWN による通

信の高度化，AGI がもたらす社会構造の変化，そして脱炭素や

循環型経済といった地球規模の課題――こうした動向を前に，

技術者のみならず，あらゆるステークホルダーが一層の協力を

必要としています。アンリツテクニカルは，その協力関係を深

め，未来を切り拓く“羅針盤”であり続けたいと思っています。 

一見すると異なる分野に見える技術や発想でも，実は“はか

る”という共通の基盤を通じて結びつく可能性が大いにありま

す。通信と検査が出会うことで，食品の安全性を劇的に高めら

れるかもしれません。産業機器の制御技術と通信インフラを掛

け合わせることで，災害時にも耐え得る強靱なネットワークを

構築できるかもしれません。まさに殻を打ち破り，あらゆる枠

組みを超える，従来の常識や枠組みにとらわれないアプローチ

で次の 100 年を切り拓いていきたいと考えます。 

立ち止まることなく，一歩先へと進み続ける。そうすること

で，私たちは“はかる”技術をさらに多様な分野へと広げ，社会

や産業に新たな価値をもたらすと信じています。本誌は，その

挑戦の過程や成果を皆さまと分かち合い，次の 100 年に向か

う技術と知恵の“羅針盤”であり続けます。どうぞ今後とも，ア

ンリツテクニカル並びにアンリツへの変わらぬご支援とご期

待を賜りますよう，よろしくお願い申し上げます。 
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